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産
業
投
網
総
合
研
究
所
の
活
動
報
告闇藷至嘱

翳
韓
宕
髭
聾
評
教
護

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

タ
イ
国
立
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

(
N
a
心
i
O
n
a
二
雪
盲
〇
七
e
n
h
n
〇
〇
〇
g
y
O
e
n
t
e
「
‥

N
A
N
O
↓
E
〇
は
2
0
i
 
O
3
年
に
タ
イ
内
閣
に
て

承
認
さ
れ
設
立
し
た
内
閣
科
学
技
術
省
〃
タ
イ
国
立

科
学
技
術
開
発
i
庁
の
監
督
下
に
あ
る
研
究
所
で
す
。

N
A
N
O
T
E
C
は
、
タ
イ
に
お
け
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
育
成
、
発
展
、
そ
の
た
め
の
情
報
、
知
識

の
普
及
、
さ
ら
に
社
会
の
た
め
に
産
業
化
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
(
産

総
研
)
と
は
、
2
0
1
3
年
に
N
A
N
O
T
E
C
幹

部
が
産
路
研
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
を
来
訪
し
、
ナ
ノ
バ

イ
オ
分
野
を
中
心
に
、
研
究
者
交
流
、
研
究
協
力
テ

ー
マ
の
選
定
等
を
通
じ
て
双
方
で
W
山
n
i
W
i
n
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
研
究
合
意
書
(
L
O

プログラム 

1白目 到蓮、オリエンテーション、歓迎会 

2日日 NPF研修(マイクロ流路デバイスの加工プロセス実習) 

3日日 岬F研修(マイクロ流蹄デバイスの加工プロセス実習)、意見交換会、SCR見学- 

4日日 MEMS研修佃EMS板論講義、プロセス技術講義及び装置説明)、MEMS関係者との懇親会 

5日昌 甑巨桐S研修(デバイス設計技術の基礎講義、成膜実習〉、ミニマムフアブ見学 

土日は自由行動 

6日昌 間E蘭S研修〈フォトリソ実習、産総研の研究紹介) 

7日昌 MEMS研修(エッチング実習) 

8日昌 M巨MS研修〈プロセス評価実習、まとめの発表)、修了式 

9日日 問いotech2017見学(東京ビックサイト) 

10日日 つくばセンターにてお別れ 

第
8
9
回

今
回
は
2
週
間
程

度
と
短
い
滞
在
で

し
た
が
、
タ
イ
の

ナ
ノ
テ
ク
分
野
の

次
世
代
を
担
う
若

手
研
究
者
に
、
産

総
研
の
最
先
端
設

備
を
駆
使
し
た
研

修
を
通
じ
て
、
ナ

ノ
テ
ク
微
細
加
工

の
高
度
技
術
を
習

得
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
将
来
に

つ
な
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
の
機

会
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

成
果産

総
研
で
は
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
し

て
来
た
ノ
ウ
ハ

ウ
・
成
果
を
広
く

社
会
に
普
及
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、

幅
広
い
分
野
の
先

端
機
器
を
共
用
施

歓迎会での鵜コマ(写真1 )

工
)
-
の
調
印

が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
昨

年
(
職
名
の

若
手
研
究
者

を
3
週
間
受

け
入
れ
)

に

引
き
続
き
、

さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ラ

ン
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ

き
N
A
N
O

T
E
C
か
ら

5
名
の
若
手

研
究
者
が
来

日
し
ま
し
た
。

(
写
真
1
)

叢
と
し
て
外
部
ユ
ー
ザ
ー
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
産
総
研
T
I
A
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ナ
ノ
プ
ロ

セ
シ
ン
グ
施
設
N
P
F
と
M
E
M
S
研
究
開
発
拠
点

で
技
術
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
(
写
真
2
、
写
真

3
)
様
々
な
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
不
可
欠

な
M
E
M
S
デ
バ
イ
ス
作
製
技
術
に
つ
い
て
、
講
義

と
実
習
に
よ
る
技
術
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て

操
作
す
る
最
先
端
機
器
に
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
∵
全
て
の
研
修
・
実
習
に
お
い
て
非
常
に
興
味

を
持
っ
た
よ
う
で
、
活
発
に
質
問
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
も
自
身
の

研
究
と
開
通
す
る
分
野
の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、
産
籠
新
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
も
大

き
な
成
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
(
写
真
4
)

ま
た
、
産
籍
萌
の
有
す
る
研
究
用
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
と
し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
3
0
0
皿
半
導

体
デ
バ
イ
ス
製
造
施
設
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
達
筆
官
連
携
研
究
棟
(
S
C
R
)
お
よ
び
、

多
品
種
少
量
お
よ
び
変
種
変
量
生
産
ニ
ー
ズ
に
適
応

し
た
新
し
い
半
導
体
デ
バ
ィ
ス
製
造
シ
ス
テ
ム
を
実

現
で
き
る
ミ
ニ
マ
ル
フ
ァ
ブ
施
設
の
見
学
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

一
“
乙
∴
(
二
丈
∵
雲

害
毒
二
田
芸
蓄
誓
言
【
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一
方
、
今
回
彼
ら
は
、
東
京
ピ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
n
a
n
〇
七
e
C
h
ぎ
喜
べ
(
国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
溶
合
展
"
捷
術
会
議
)

に
参
加
し
ま
し
た
。

(
写
真
5
)
n
a
n
O
t
e
C
h
善
書
寸
は
4
7
6
の
企
業
〃

研
究
機
関
が
出
展
し
、
2
3
カ
国
"
地
域
か
ら
も
出
展

が
行
わ
れ
る
国
内
最
大
級
の
ナ
ノ
テ
ク
展
示
会
で
す
。

会
場
で
は
、
産
総
研
な
ど
の
展
示
ブ
ー
ス
、
あ
る
い

は
母
国
タ
イ
の
展
示
ブ
ー
ス
で
、
熱
心
に
担
当
者
か

ら
説
明
を
聞
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会

場
内
の
各
展
示
ブ
ー
ス
を
見
学
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て

は
大
変
刺
激
的
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

⑤
質
入
機
関
の
効
果

研
修
お
よ
び
実
習
は
、
産
蕊
研
の
若
手
研
究
者
が

主
に
担
当
し
、
シ
ニ
ア
の
研
究
者
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
で
行
い
ま
し
た
。
産
搭
研
の
若
手
に
も
英
語
で

の
研
修
担
当
は
良
い
程
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
M

E
M
S
研
修
を
担
当
し
た
若
手
研
究
者
と
の
交
流
会

で
は
、
公
私
に
わ
た
る
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ

孟三三一三
産怒噺でN P戸での実習(写真2)M言MSセンターでの実習(写真3)

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
よ
る
N
A

N
O
T
E
C
か
ら
の
若
手
研
究
者
の
受
け
入
れ
は
、

昨
年
に
轟
い
て
2
度
目
と
な
り
、
海
外
か
ら
の
短
期

技
術
研
修
生
受
け
入
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
に
産
総
研
で
研
修
し
た
内
の
1
名

が
、
平
成
鶴
年
度
よ
り
、
産
総
研
の
客
員
研
究
者
と

し
て
、
ナ
ノ
材
料
研
究
部
門
"
ナ
ノ
粒
子
模
擬
設
計

グ
ル
ー
プ
に
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
5

名
に
対
し
て
、
来
旦
即
に
粒
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
生
か
ら
も
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
進
む
者
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
っ
つ
、
将

来
N
A
N
O
T
E
C
と
産
怒
研
の
連
携
を
牽
引
す
る

人
材
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

④
将
栗
の
課
題
と
展
望

タ
イ
か
ら
の
若
手
研
究
者
は
慣
れ
な
い
日
本
の
寒

さ
に
も
負
け
ず
、
無
事
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
し
、
中

に
は
「
ぜ
ひ
日
本
に
留
学
し
た
い
」

「
こ
れ
を
き
つ

蓮二一一二二㌔三一三三∴三三三

修了式での集合写真(写真4)nano tech 2017に参加(写真5)

か
け
に
産
総
研
を

中
心
と
し
た
日
本

の
ナ
ノ
テ
ク
研
究

者
と
交
流
を
轟
け

た
い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
産
総
研

は
国
際
戦
略
と
し

て
、
「
持
続
発
展

可
能
な
社
会
実
現

の
た
め
、
世
界
各

国
の
有
力
研
究
機

関
と
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
、
国
際

共
同
研
究
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ

ミ
ナ
ー
、
研
究
員

派
遣
・
招
へ
い
等

の
人
材
交
流
な
ど

に
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
研
究
協

力
を
推
進
す
る
」

こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
、

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ラ
ン
な
ど
を

活
用
し
、
N
A
N

O
T
E
C
な
ど
の

タ
イ
研
究
機
関
、

さ
ら
に
は
、
東
南

ア
ジ
ア
の
新
興
国

と
の
研
究
交
流
を

よ
り
一
層
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え

て
お
れ
ノ
ま
す
。

蟹
謙

害
毒
二
田
室
言
草
≡


